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日本政府が決定した「クラウド・バイ・デフォルト原則」を教えて下さい。 

  

 

  日本政府は、政府情報システムを整備する際に、クラウドサービスの利用を第一候補とする「クラウド・

バイ・デフォルト原則」の基本方針を2018年6月7日に決定しました。 

 

対象となるサービスや業務、取り扱う情報を明確化した上で、クラウドサービスの利用を優先し、そのメリッ

トを最大化するとともに、開発の規模及び経費の最小化するために、まずは運用管理負担が少ないパブリッ

ク・クラウドの SaaS から検討を始め、それが難しい場合は、順次負担が大きくなる PaaS、IaaS へと検討

を進めるように示されています。いずれのクラウドサービスでも、利用が著しく困難である場合に限り、ある

いはいずれのクラウドサービスの利用メリットがなく、しかも、クラウドサービスによる経費面の優位性も

認められない場合のみオンプレミスにするとしています。 

 

この考え方は、民間が先行しており、財務会計や人事、経費精算、電子メールなど企業の独自性を求められな

いアプリケーションを自社開発する必然性もなければ余裕もない。むしろ、競争力の強化や差別化などの攻

めの IT にリソースを傾けたいと考える経営者にとって、「クラウド・バイ・デフォルト」は当然の帰結とな

っています。 

 


